
創立94年を誇る岩手県内屈指の総合医療施設、「盛岡赤十字病院」。全7室からなる
手術室エリアのコミュニケーション向上を目指し、デジタルワイヤレスインターカムシ
ステムWD-3000シリーズを導入。手術室看護師と“司令塔”となる看護師長をワイヤレ
スで繋ぎ、『緊密なコミュニケーション』を実現することで、看護師が患者様から離れ
る事なく、より安全で安心な医療が可能となった、と高い評価を頂いています。

内科、外科、産婦人科など全23の診療科・部を持つ「盛岡赤十字病院」。全7室からなる手術室エリ
アでは、医師、技師と担当看護師たちによる先進の手術が提供されている。日々、実施される緊迫し
た手術中、看護師同士を繋ぐ「コミュニケーションツール」としてデジタルワイヤレスインターカム
システムWD-3000シリーズが活躍。全手術室看護師たちの“司令塔”となる看護師長から「緊急手
術」の連絡を入れたり、手術室から看護師長への要請や報告も随時おこなえるなど、『迅速で、緊密
なコミュニケーション』を実現。より安全・安心な医療の実現に大きな貢献を果たしています。

手術中の看護師たちと看護師長を、デジタルインターカムが繋ぐ。
『迅速な連絡』や『緊密なコミュニケーション』をサポートし、
安全・安心で、質の高い医療サービス提供に貢献。

導入の背景

デジタルワイヤレスインターカムシステム WD-3000シリーズ

業種 ：公共（医療・病院）
目的：業務改善・効率化

盛岡赤十字病院 様　岩手県盛岡市
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JVCはビクターのグローバルブランドです。



導入ポイント

本システムについてのお問い合わせは

「赤十字病院では救護活動も重要な使命ですが、デジタルインターカムは災害
救護の際にも大変役立つツールだと感じています。救護訓練では、本部とトリア
ージスペース、本部と各部署との連絡・調整もスムーズに行え、患者様が殺到し
た際の増員要請などもその場でできる、と実感しました。」
「今後は子機数も増やして看護師だけでなく、医師や技師などのメディカルスタ
ッフにも携帯してもらい、様々な院内業務で活用できるように構想しています。」

「手術中の看護師同士の情報共有が緊密となった事で、手術行程をマネジメントしてる手術室看護
師達の負担が大幅に軽減されました。さらに、手術中の緊急連絡や報告に煩わされる事も減り、患
者様から目を離さずに、より手術に集中することが可能となりました。」

導入の効果

U S E R ’ S  P R O F I L E

▶ デジタルならではのクリア音質で、聞きやすく、会話も明瞭。一斉/個別通話も便利。
▶ ポータブルトランシーバー+イヤホンマイクは、小さく、軽く、常にハンズフリーで通話可能。装着
　感も自然で、長時間の手術中も“装着疲れ”無し。
▶ 多機能操作器や中継器は移動にも対応するため、緊急避難時や災害救護活動にも活用可能。

デジタルワイヤレスインターカム
WD-3000シリーズ
■クリアな高音質で、院内PHSなどでは不可能な一斉連絡が可能。

■最大96者同時通話や多彩なグループ通話で、情報共有が可能。

■ナースコールと同じ『出力10mW以下』。医療機器への影響も抑止。

盛岡赤十字病院
岩手県盛岡市三本柳６地割１番地１

http://www.morioka.jrc.or.jp/

大正9年、「日本赤十字社岩手県支部病院」として開院。『患者さま中心の医療』、『良質な医療の提供』、『救急
医療と災害救護の充実』、『地域との連携』、『職員の協調と健全経営』をモットーに、人道・博愛の赤十字精神
に基づき、県民の生命と健康を守る、信頼される医療を実践。DPC対象病院、日本医療機能評価機構 病院機
能評価（Ver.6）認定。災害救護医療においても、救護班派遣、救護所設置、被災現場や避難所での診療、ここ
ろのケア活動、等々で積極的な活動を行っている。※記載の法人・団体名・組織名・所属・肩書きなどは、すべて取材時点でのものです。
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杉村明子  手術室看護師長
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セルステーション 充電中のポータブルトランシーバー

看護師長と各手術室看護師の間で、個別通話/一斉通話が可能

営業本部 営業企画部 プロオーディオグループ
〒221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12
☎045（443）3064

http:// jkpi. jvckenwood.com/


